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継続申請について



1．継続申請について

iSALでは利用登録を年度ごとに更新する必要があります。2021年度から引き続き利用さ
れる方は必ず「継続申請」を行ってください。

詳細な方法はiSALのHP掲載のKUMaCoマニュアル「2-1.継続申請（学内者）」または
「2-2.継続申請（学外者）」をご確認ください。

受付期間：2022年3月25日～2022年6月30日
URL: https://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/isal/project/#manual

https://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/isal/project/#manual


2．注意点1 個人番号について

（学内の方）
4月から学生番号や職員番号が変わる方は、必ず新しい番号で継続申請してください。番

号の変わる方は年度の変わり目に一時的にSPS-IDやECS-IDではログインできなくなる場合
があります。ログインできないときは2021年度利用登録完了時にKUMaCoから自動送付さ
れたID・PWを用いて下記画面右側からログインしてください。学生から職員になる方は
メールアドレスも忘れずに更新してください。



3．注意点2 支払経費について

（学内の方）
利用負担金の支払経費に変更がないか、上長や指導教官・研究室の中の経理を担当してい

る方（秘書の方）に確認してください。（ご自身の研究費で負担される方には申し訳ありま
せん）。支払経費が変わる場合は必ず新しい経費情報で上書きしてください。

すでに終了した経費で登録していることが発覚した場合は、利用をお断りする場合があり
ます。



4．注意点3 書類の提出について

（学内・学外共通）
マイポータルから継続申請を行うと、システムからメールが届きます。申請書（PDFファ

イル)が添付されているので、印刷・押印の上iSAL設備サポート推進室に提出してください。
書類を提出しない限り申請は完了しません。メールは迷惑メールボックスに振り分けられる
こともありますので、届かない場合は確認してください。

2022年度
医学・生命科学研究支援機構

利用登録申請書



5．やり直したいときは

（学内・学外共通）
マイポータルから継続申請したあと、間違いに気づいてやり直したいときは、システム管

理者側で一度否認を行う必要があります。否認が必要な方はメールで下記にご連絡ください。

E-mail: mrsc_and_isal_office@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp



6．マイポータルか一括申請か

（学内・学外共通）
3/28以降に公開する「一括申請フォーマット」でも継続申請は可能です。ただし申請書

のデータベースへの取り込みなど一部手動作業が入るため、順番にしか処理できず、申請が
殺到した場合マイポータルから継続申請するよりも登録完了までに相当日数がかかります。
また万一一括申請の入力内容にミスがある場合はさらに時間がかかります。

前年度から特に変更がない場合や、少ししか変更がない場合は、マイポータルから継続申
請するほうが圧倒的に手間が少なく、手続き完了までの時間も短くて済みます。

一方で経費を複数登録している場合、学生の方（特に留学生の方）が多数いる場合、同一
の財源で多数の構成員が登録する場合などは、多少時間がかかっても一括申請で申請するほ
うが確実な場合もあります。

研究室やグループ内で方針を相談してから手続きすることをお勧めします。



昨年度からの変更点



7. 利用申請所属部局の見直し

継続申請/新規申請の際に選択する所属部局の表記や並び順を変更しました。



8. サービスの並び順の変更

継続申請/新規申請の際に選択するサービス（利用項目）の表記や並び順を部局別に変更
しました。



HPについて



9. KUMaCoのページの移設

KUMaCoのページを医学研究支援センターのHPからiSALのHPに移設させました。

URL: https://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/isal/



10. 共用研究機器・受託解析検索ページ設置

新年度にあわせてHP内にiSALの共用研究機器や受託解析を横断検索できるページを設置
しました。

URL: https://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/isal/tools/ 

iSALでは2021年度途中に選べるサービスが格段に増えました。2022年度も途中からサー
ビスが１つ増えることが確定しています。一方でサービス終了・休止したものもあります。
継続申請の機会にiSALでなにが使えるのか見直してみてはいかがでしょうか。

https://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/isal/tools/

